個票データの利用場所、保管場所及び管理方法書類4


※１　該当するものをすべてチェックする。
※２　利用場所、保管場所が２箇所以上の場合は、すべての場所で該当する場合にチェックする。

（利用場所、保管場所）
利用場所： 
[bookmark: _GoBack]保管場所： 

（管理方法）
　□ ①　個票データの利用場所（個票データファイルの保管を含む）は、施錠可能な物理的なスペースに限定される。
　□ ②　上記スペースから個票データが持ち出されない。
　□ ③　個票データは、限定された媒体に格納され、当該限定された媒体が施錠可能なキャビネット等で保管される。
　□ ④　個票データの利用時に個票データの利用場所に存在する者（利用申請者のみ）に制限される、又は、何らかの確認行為が行われる。
　□ ⑤　個票データの利用時のコンピュータの環境として、インターネット等の外部ネットワークに接続した状態としない。
　□ ⑥　個票データを使用するコンピュータに、アンチウイルスソフトの導入、セキュリティホール対策の導入、ＩＤ・パスワード認証の導入、スクリーンロックの導入が図られている。
□ ⑦　外部ネットワークに接続する可能性のあるコンピュータや利用者以外の者が使用するコンピュータに個票データ及び中間生成物を残留させない措置をとる。
□ ⑧　その他
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
